
イギリス 公衆衛⽣スタディツアー
訪問先：ロンドン、サウサンプトン、ケンブリッジ
活動期間：2016年3⽉14⽇〜3⽉20⽇

⾜⽴奈緒⼦（健康科学コース4年）、井上薫⼦（看護学コース4年）、岩崎望（健康科学コース3年）、
⼤平沙京（健康科学コース3年）、⼤野昴紀（健康総合科学科2年）、松本彩伽（健康総合科学科2年）
引率 佐々⽊敏先⽣（社会予防疫学教室）

渡航先での活動内容渡航先での活動内容

東京⼤学医学部健康総合科学科 学部教育改⾰ 海外渡航⽀援活動 報告

⽬的達成率・反省点⽬的達成率・反省点

グローバルな視点とは何かグローバルな視点とは何か

将来の進路決定へどう影響したか将来の進路決定へどう影響したか
研修⽀援制度に望むこと・後輩へのアドバイス研修⽀援制度に望むこと・後輩へのアドバイス

１日目：CASH訪問
‐‐Consensus Action Salt and Health‐‐‐

日本の食塩摂取状況について私たちからPresentation!
現地研究者より聞く、イギリスが減塩に成功した理由とは??

２日目：サウサンプトン大学訪問
‐‐MRC Lifecourse Epidemiology Unit—

１９２０年代のコホートの記録”ledgers”！

３日目：ケンブリッジ大学訪問
‐‐MRC Epidemiology Unit—

新しい幹線道路とスーパーが
健康に影響!?

社会環境の公衆衛生学、運動疫学、
栄養疫学について3人の研究者の
方々に講義していただきました！

Heading for Cambridge!
ハリーポッターの9と3/4番線で有名なKing’s Cross Stationから、ケン

ブリッジへ。移動中に、現地のスーパーで購入した食品の成分につ
いて、佐々木先生と調査中！

４日目：London School of Hygiene and Tropical Medicine訪問
‐‐London University—

現地で活躍される日本人の方へインタビュー！

Coffee break!
疫学の祖・John 
Snow を記念して建
てられたPubへ。

写真は、実際に、コ
レラ発生源となった
ポンプ！

目的達成率は、200%!!
イギリスが減塩に成功した理由、最も
古いコホートの記録帳、世界で活躍さ
れる日本人のキャリアなど、多くの学
びをGET！公衆衛生・栄養疫学に対す
る理解が深まりました。

より高い英語力をもって、具体的・積
極的に質問できればと猛反省……

食品産業の協力を得ら
れたことがCASHによる
減塩成功の鍵だった！

1911年、Ethel Margaret Burnsideは、助産

師と看護師の組織を作り、新生児の体重・
成長過程をledgersという元帳に記録! なん
と、1世紀後の現在も、ledgerは保管されて
いた!?

実際に、乳児が母乳、哺乳瓶のどちらで育
てられていたかまで読めました!!
(Short‐ and Long‐ Term Consequences for Health, 
First edition, British Nutrition Foundation, 2013)

発展途上国での作業関連疾患を
研究されている方の講義中！

現地で行われている参加型セミ
ナーの”自分で考えさせる”という
方法に脱帽！

他にも、現地の研究者の方、出
生力の研究をされている日本人
の方にそれぞれのキャリアにつ
いてインタビュー！

プロジェクトを成功させるために、人
種・年齢・専門・職歴によらず、あら
ゆる人とコネクションを持ち、多様な
立場からの意見を受け取れる立場
にあること、また、その意見を理解
し相手と議論できること

「様々な経歴を持った現地の研究者、学生へのインタビューにより、
進路選択の幅が大きく広がった。特に留学や海外で働くことに対す
る意識が高まった。」

「院進と、院での留学を真剣に考え始めた。この分野で活躍されて
いる研究者の話を聞いて研究者としての道を検討し始めた。」

どんな道に進もうと思っている人にとっても、とても刺激的な経験に
なるはずなので、後輩のみなさんには是非一度は海外研修に行か
れることをお勧めします！思いもよらなかった発見があったりと視野
が一気に広がります。

Trinity CollegeでのDinner!
ケンブリッジ大学のPhDの学生の方、
研究者の方とDinner！


